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リ
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増
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共
生
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伶
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滋
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旭
の
拭
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′
ム

モ

ニ
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化
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肺
臓
化
成
り
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脱
窄
崩
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仰
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稲
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察
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叫
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年
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の
施
肥
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場
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初
よ
り
岨

轍
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施
目
し
た
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茄
は
や
が
基
肥
.I,し
て
施
川
し
別
に
追
肥
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行
は
な
い
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仏L=
年
は
之
乍

ハ
月
三
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日
に
施
1月
L
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日
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媛
紳
力
･y
L
一本
柄
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挿
秋

し
そ
S
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培

管

増
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普
通
糊
嵯
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行
っ
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試
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帳
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す
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北
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於
け
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試
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付
す
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噛
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あ
る
｡
測
定
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依
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桐
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試
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∪
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搾
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す
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鵬
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六
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り
叱
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至
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岡
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光
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.i.i
七
億

(雌
肥
院
)
邦

l

O
匠
(
紹
肥
隅
)
第
九
応
(朗
■汀

肥
料
殿
)

弟
三
帖

(顧
地

底

)
節

.I
鵬

(
鎌
肥
料
撫
栽
培
践
)
等
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∩.3
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オ
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離
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依
っ
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あ
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あ
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磯
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拙
水
の
組

歯
邸
的
分
析
は
そ
の
作

Emが
鰍
著
で
な
-
､
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縦
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ア
ム
モ
ニ
ヤ
態
望
,東
伯
を
示
す
｡

-ヽノ

(
ハ
)

試
駿
帳
S
:域
の
硝
憾
化
成
力

硝
酸
化
成
力
試
版
法
は
醐
純
F.1

に
詳
通
し
た
如
き

W
ak
sm
an
民
法
を
川
ひ
､

フ

ユ
ノ

ー
ル
･
デ

サ
ル
フ
ォ
ニ
ッ
ク
酸
韓
で
輔
相
ua
I;重
森
か
定
温
し
た
｡
但
し
本
試
級
で
は

l
a
笥
吃
土
塊
',)し
て
悶
ひ
石
次
を
加
へ
す
試
駿
的
後
の
土
塊
の

水
素
イ
オ
ン
浪
陀
な
洲
定
し
た
o
然
北
ハ此
鹿
に
は
兆
S
繁
雅
な
除
け
て
平
均
の
砦
だ
け
な
表
す
こ
J,)
に
し
た
.

れ
純
鵜
は
凋
九
表
に
示
す
通

り
で
あ
る
｡

第

九

表

試
験
臨
士
現
の
硝
酸
化
成
力



七

月

十
三

口

七

月
二
十
三
日

八

月

七

円

八

月

二
十
.;

九

月

四

日

九

月

ニ
ー
:

十

月

四

:
_

十

月

二
十

日

十

一
月

二

日

十
一
月
十
七

=

平

均

群
相
即
折
と
准
7

時
の
P
H
の
正
･均
差

- 1なl- .′tJ八 71_ ニ ⊂つ く=⊃ LILJIL三三くつ thJヽ ヽ ヽヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
三 品 三｣ 蔓J_i 呈_墨 を ｣ 糊 ∵

= =
｢ p!プミラ ー.弓 A.1 pLi=;f<13号
且 真 空 空 き _蔓__阜 j 完 _空 電_茎_

I- ノヽ ･し:td -tL ⊂⊃ = 一日■ 37.三乙 -L= ′し
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
淋 し

一一 ノレ ニエ =ミ ニ 1- ノヽ プヽ壬 ′し.王乙二二 二ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ I ヽ
⊥ ≡_蛋｣Lj 岩 見 究 1 兄 等

-.頁 ミ ミ 完 ｢ = 莞 = = ｢ ･てI ヽ ヽ ヽ ヽ
_眉 仝 'a A- '2 _17:･^̂ 豊 臣.天 竺 長一

1- プヽ -ヒ = ニュー ⊂⊃ --⊂⊃ 三三 ⊂⊃ ノヽ
ヽ ヽ ヽI I ヽ ヽ ヽ I I

元 思 惑 -i:t 星 __遍 j 蔓 岩 究 _jL 畏 _

- = 望 .･一･一一 亡⊃ f<九 tEd ⊂⊃一一 ･一･
ヽ ヽ ヽ ヽ ●ヽヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
童 主 言 責 と 志 望 要一登

肺

考

無
水
十
旗
一
〇
〇

瓦

恥

に
換
卦
し
た
｡

第
九
炎
に
明
か
な
如
-
土
塊
の
絹
憤
化
成
力
は
施
肥
孜
ひ
栽
培
の
心
無
に
的
乍
ら
ず
大
隈
九
Lr
初
旬
及
び
十
月
叩
旬

S頃
に
於
て
目
的
も
作

盛
な
る
こ
)
',Jが
川
れ
る
が
.
弟
二
院
及
び
軍

ハ
Ziiに
於
て
の
み
ヒ
月
中
旬
に
陀
盛
ハ?
O
時
制
の
あ
る
の
な
見
た
｡
又
仏
隈
の
平
均
数
よ
り
之

を
比
較
す
る
V)第
二
院

(怯

単
粒
)
邦
七
曜

(
稚
肥
拓
)
節
.i
-ii3
(野

肥
料
帖
)
第

1
帖

(
耽
小肥
料
棚
.!栽
培
院
)
第
三
T=i

(
稽
藁
院
)
節

千

..

..
]
○
瞳
(
緑
肥
瞳
)
の
順
位
で
弟

〓

匝

(
撫
肥
料
栽
培
越
)
は
枯
小
に
任
し
て
ゐ
,O
｡

水
門
に
幽
す
る
土
隷
細
昭
準
的
研
究

(妨
出
端
)



水

仙
に
関
す

る
土
排

紙

誼
撃
的
軒
兜

(
第
Ji･g
報
)

三
四
二

郎
参
考
の
演
に
船
上
喋
に
於
げ
ろ
網
膜
懇
望
楽
の
教
化
な
検
定
し
た
が
JE
桔

典

は
罪

〝

○
よ

こ

1.5
す

通

り

で

あ

る

｡

苅

t

O
衷

試
娘
梅
原
丸
根
S
冊
酸
他
心発
話
の
変

化

階

考

撫
水

十
魂

i
O
O
瓦
苦

に
顔
Ⅷ

し
た
(〉



■ i ii

弟

1

0進
一号

み
ろ

pr,中
均
し
て

掠
ヒ
塊
で
は
苅
7
-ii
(+倣
tFHJ
肥
料
握
)
が
硝
酸
憩
等
諌
髄
故
も
多
-
弟
二
応

(悼
裡
臨
)
応

1
臨

(撫
肥

料
無
我
培
値
)
茄

一
C
応

(純
肥
魅
)
節
七
帖

(雌
肥
拡
)
弟

一
一
隅

へ如
肥
料
栽
培
院
)
の
順
位
で
あ
る
ぐ

ヽノ

(

]
[

)

改
椴
帳
土
塊
の
統
領
束
〃

脱
窒
瀬
力
試
撒
法
は
別

報el
に

鮮
適
し
た
る

南ヾ

は
に
研
挿
管
法
に
依

り
て
測
定
し
た
o
但
し
菌
株

に
は
五
分
間
振
祝
し
た

一
〇
%
試
版
土
壌
七
一
耗

(〇
､
.t
瓦
訊
l

接
越
し
た
兆
結
果
は
弟

二

女
に
示
す
通
り
で
あ
る
.

荊

一

.l
よ

試
岨
ー盛
土
噺
の
脱
質
素
カ



水田に舶ナろ十愉細筒型的研究(第也報)

備

考

無
水
土
壌
O
P
1
瓦
転
接
虫
と
し
て
換

許
し
た
｡

第

二

義
に
明
か
な
如
-
晩
宅
素
月
は
糸
偏
北
ハ人
照
施
肥
敵
役
帥
七
山
初
旬
よ
り
八
月
初
旬
に
至
る
刷
に
盛
で
あ
っ
て
~
第
二
位

(牒
畔

醍
)
節
三
陸

(椙
不
屈
)
籍

1
瞳

(無
肥
料
撫
鵜
培
低
)
節

l
O
臨

(紹
肥
膜
)
第
七
伍

(
堆
肥
店
)
弟
五
停

(戟
.sj
肥
料
慣
)
及
び
諦

l

一
匹

(撫
肥
料
栽
培
匿
)
の
仰
促
で
あ
る
｡

C

水
沼
生
産
血
]/)土
壌
の
ア
ム
モ
ニ
ヤ
化
成
九.'硝
酸
化
成
力

並
に
脱
宴
束
力

(,)の
阻
係

土
塊
S
肥
桝
',JQft
ム
モ
ニ
ヤ
化
成
力

(

蛋
白
iE3
分
酢
カ
)
研
慨
化
成
力
灘
に
脱
yG
.強
力
',)の
脚
休
に
飢
き
て
従
兆
研
究
さ
れ
た
ろ
桝
に
よ

＼-ノ

｣ヽ

＼ーノ

＼ノ

る
ヾ
-ア
ム
モ
ニ
ヤ
化
成
力

あヾ

組
係
に
尉
し
て
は

C
hristenSen
氏

び

F
訂

r氏
8

1
emple氏
口

及
び

W
akS
m
ah
氏

e
l

等
は
無
幽
係

＼｣

u

で
あ
る
,･,結
諭
し
､
B
r
.

w
n
氏

即

は
之
に
反
し
て
相
可
柑
係
な
瑚･Ji
jg
た
の
で
あ
る
O
然
る
に

B
u
rg
ess
氏

H

は
殊
に
肥
帝
の
櫛
背
な
る
堪

合
に
於
て
の
み
紺
係
す
る
こ
rr)を
報
告
し
た
っ1

2

3

4

引
′

又
硝
酸
化
成
力
,I)の
聞
に
は

A
sh
by
氏

い

LLShnis氏
い

G
u
tzeit
氏
け
V
og
e
l
氏

什

fハe11erm
an
及

A
Llen
両
氏

u

G
reaves
氏

6

＼ノ

巾り

＼｣

o

8

9

Jt

C
hristen
sen
氏
8

Li
p
m
ln
氏

い
13ro
w
n

氏
8

B
rug
ress
氏
-

Noyes
及
び

C
on
ner
両
氏
い

w
lksm
an
氏
い

等
に
依
っ
て
相

互
脚
僻
が
日延
諭
さ
れ
､
結
論
r/)J
て
硝
酸
化
成
丑
に
従
っ
て
奨
化
T
る
土
壌
の
反
雌
か
王
凶
],)な
る
こ
,,)帥
ち
土
塊
緩
衝
カ
に
支
配
さ
れ
る



t
r
J

云
ふ
こ
'(.一に
な
っ
て
ゐ
る
｡

攻
に
脱
窒
衆
力
Pr)の
相
伴
に
就
き
て
は
参
考
p,lす
べ
き
研
究
は
柿
の
種
で
あ
る
っ

今

本
研
究
に
依
っ
て
柑
た
る
結
果
に
凱
き
て
之
等
の
紺
怖
々
見
ろ
に
箱

一
三
出
訴
に
邦

i
矧
に
示
す
通
り
で
あ
る
｡

弟
l三
浪

水
椙
生
産

地
rr)ア
ム
モ
こ
す
化
成
力
硝
酸
化
成
力
及
fJ.J娩
紫
滋
力
',)の
幽
怖

節 第 第 妨 妨 第 第 まく扱

l_..一 ･･･._ 匝 種七 五 三 二
一 〇

臨 昆 宙 院 臨 隈 匿 秤

≡ 書 芸 ≡ ≡ 買 l 賢一妄盤上 薙
慧 慧 望 S ヨ ≡ l

干 す

雪 雲 慧 碧 空 3 1 て-の ′へ計○生第

耳書誌 慧壷許しをl力

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ⊂⊃ tEd 一一 ノ't B C⊃ VN

ヽ ヽ ヽ ー ヽ ヽ ヽ王王 JL 二二 .- O O 九

一二㌻｢ ~均 柵

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ童 諾 金 宝 岩 云 蒜 欺 鞭化

言 う

ヽ ヽ 1 ヽ ヽ ヽ三 ニ - ｣ へ ⊆し一重____>し七.
∫

辛狗 舵
ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ 政 宝

て_襟 誰

岩 室 発 語 空 3 仝ヽ 宗苧還 力

備
考

盤座敷
は
坤
餌｡牢
均
敗
よ
り
反
債
へ
換
辞
し
紬
射
作
刷
の
州
定
に
eJ坪
の
牢
料
坪
惜
敗
で
あ
る
｡

｢

I

介
石
女
舷
に
茄

.i
園
に
帆
か
な
る
細
く
試
娘
帰

S水
相
生
産
出
'r)tI
細
菌
力

こ
い
肌
に
は
隼
行
的
幽
作
は
判
然
p.,一認
め
ら
れ
柿
い
｡

が

肝

し

生
産
北
の
差
が
湖
背
な
塊
合
に
は
り
成
判
然
rn
し
た
紺
l価
が
現
れ
て
ふ
う
様
で
あ
る
｡

水
田
に
関
す
る
土
壌
細
菌
撃
附
的
究

(妨
四
軸
)



水
相
に
関
す
る
土
壌
細
望

丁的
折
兜
(第
四
朝
)

三

川
六

碑
酸
化
成
力
は
従
来
株
に
土
塊
の
生
産
力
pr)据
接
な
牌
係
が
認
め
ら
れ
て

.わ
た
の
で
あ
る
か
､
本
試
駿
結
果
な
見
て
1
其
地
力
の
登
は
柵

洩
判
然
P,)し
て
rO
る
O尚
脱
窒
素
カ
も
籍
.ご
之
に
粕
似
し
た
随
伴
に
あ
る
が
､之
な
ア
ム
TY
.t
ヤ
化
呪
力
に
札
れ
ば
端
の
相
棒
は
全
-
俊
喋
で

第 - 6-n

水頼生産地と細菌作肘との関擁

第

7
7
拓

L

第
一
〇
院

第

七

院

第

五

忘

締

≡

畷

前

1
7
H
,

窮

1
.iE

八U

八U

ハU

ハU

ハU

(H)

6

4

2

(
)
)

首
藤
拝
仲

等

辻

(
T

otal
buffer
c
a
｢
･t
c
lrt
y

t
O
ノ
∋
rd

あ
る
｡
既
述
し
た
校
に
硝
酸
化
成
力
が
土
燐
刀
綻
衝
力
に
依
っ
て
支
配

さ
れ
る
弘
に
乱
て
十
月
凶
日
群
集
土
壌
で
徳
政
な
行
つ
て
み
た
｡
方
法

ハ‖)

は

P
ierre
民
法
c
q･

な
多
少
攻
良
し
て
行
っ
た
｡
即
ち
三
角
頓
に
試
故

土
壌
を
二
〇
見
取
り
之
に

十
分
の

)
規
延
硫
酸
々
様
々
の
且
に
加
へ
て

p

H
四
､八
に
至
る
迄
(/)し
､
残
血
だ
け
茶
滑
水
を
添
加
し
土
塊
.I)水
.･J,

の
比
を
4.
封
車
,)す
る
｡
帥
ち
水
盤
は
全
郡
で

一
〇
〇.
托

-ヾな
る
｡
之

に
木
栓
を
施
し
時
々
振
淑
し
て
的
凶
八
時
間
後
そ
の
滅
彼
に
つ
き
キ
ン

ヒ
ド
ロ
ン
法
で
p
H
旗
を
測
定
し
'
前
凹
測
I芯
の
時
Pr,
p
H
〇
､〇
五
の

姐
化
な
き
畔
な
以
っ
て
研
笹
の
憤
rrJ見
倣
し
た
も
の
で
あ
る
｡
而
し
て

計
節
は

P
ierre
氏
に
依
っ
て
次
式
の
如
-
定
め
て
み
た
｡

a
c
id
)
=
j
=泣

t

O
O
封
や

T
))
1
4
.S
E
;

輝
rtl･呼
L

t
t
空

目
槻
+

か
熟

柿

藩
8

頚

槻

浄

(
宗

)

(2)
雷

等

h

(
S
p
e
c
iRIC

b
uWer
c
a
p
"
･
ily
t

ou
･a
rd
a
c
iL.〕
-
甫
諸

㈹
唱

法

-

蒜

逼

つ
H
品

名
方
法
に
依
っ
て
得
た
桔
異
な
示
せ
ば
第

l
四
表
の
通
り
で
あ
る
0

第

1
.g
表

試
版
店
の
綬
衝
力

Pr)硝
酸
化
成
力
.F'の
鞠
係



筋 節 第 第 筋 節 紡 釈

除
一 〇 七 五 三 =
匿医 院 匝 院 匿 協 笛

七 七 七 七 七 七 七 膜土伊の

適 三 三 d J ､ ､ 一口I..一■

一 六 七 四 八 〇 〇

四 四 四 四 四 四 四ヽ 隻経 等汀四
ー ヽ ー ヽ 一七 六 六 〇 二 四 四 カ/i

_車 _一 一 七 〇 _ ｢_I一 - I- .- - .- - 一 に至特 る那

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ八 八 八 八 七 八 七 石
二 〇 七 二 七 五 七

0 - - - 0 = 0 酸試化換成土力淡の
ヽ ヽ ヽ ヽ三 二 --:八 七 五 九 打i

五 四 六 九 八 〇 八

均許a

三 六 三 八 九 四 九ヽ ヽ 化俄位の

･伝
衣
の
結
果
を
み
る
rJ)土
塊
の
綴
蘭
力
.JJ耶
醸
化
成
力

,/)の
EFt
に
は
抑
止

咋
行
的
仙
僻
が
謎
め
ら
れ
る
が
~
第

二

匹
の

撫
肥
料
栽
培
拓

の
み
は
例
外
に
あ
る
横
で
あ
る
C
こ
の
鮎
は
罪

l
L:叩
,/)比
較
し
て
作
物
を
栽
培
す
る
こ
rrJに
依
っ
て
糾
蘭
作
目
が
抑
制
さ
れ
て
ゐ
ろ
様
に
考

へ
ら
れ
る
O
尚
久
第
ヒ
償
即
ち
堆
肥
陰
は
棚
蘭
作
埠
か
著
し
-
旺
盛
な
こ
rJJ
か
認
め
ら
れ
る
｡
殊
に
耶
醸

化
成

作
桐
に
於
て
甚
だ
し
い
O

而
し
て
第
三
匹
即
ち
粥
菅

に
於
て
は
輔
醸
化
成
作
目
は
杓
…
劣
る
が
ア
ム
モ
ニ
i･
化
成
作

川の
相
常
に
肝
盛
で
あ
る
鮎
はま
恥
味
あ
る
所
で

四
､
穏

㌧■

一の
ろ
0

本

編
は
酷
税
の
純
肥

(第

]
表
巻
胴
)

々

弗
に
し
た
大
頻
度
光
研
究
11f
々
鳩
試
故
旧
で
水
稲
栽
培
制
川
内
に
於
け
ら
土
塊
の
γ
ム
竜
一l
Y

水
田
に
関
す
る
土
壌
細
菌
隼
的
研
究

(弔
四
胡
‥.

二
四
七

丁

.I

-

･.

･

-



水
田
に
髄
す
る
土
壌
細
聞
撃
的
研
究

(第
四
報
)

三
四
八

化
成
力
､
桁
旭
化
収
力

及
び
脱
質
素
力
等
な
比
較
し
併
せ
て
水
脚
生
爵
革
,,S
紺
係
に
つ
き
て
考
架
し
た
L
あ

で
あ
る
｡

(

〓

ア
ム
モ
ニ
ヤ
化
成
力
は
施
肥
及
f
)水
稲
栽
培
り
如
何
に
的
は
ら
す
八
月
初
旬
よ
り
九
月
中
旬
に
至
り
旺
盛
を
纏
め
ろ
も
の
で
あ
る
が

大
膿
堆
肥
施
桐
拓
は
共
作
In
か
糊
著
で
あ
る

(第
山ハ
表
)0

(･二
)

開
酸
化
鴫
作
即
は
大
腰
九
月
初
旬
及
び
十
日
中
旬
頃
に
於
て
最
L
は
盛
で
あ
っ
て
堆
肥
匠
紘
依
然
其
作
用
が
井
し
い
(第
九
表
).

(
≡

)

晩
繋
茄
力

は
新
旭=･東
大
鰐
沌
肥
付
後
の
七
月
初
旬
よ
り
八
月
初
旬
に
至
っ

て批
盛
で
標
準
隔
及
相
策
拓
等
が
最
-
.

盛
な
様
で
あ
る
｡

〟(第
一
一
表
)

や
蛸
)

水
稲
生
産
泉
,[}γ
ム
モ
二
十
化
成
力
､
開
頗
化
成
〃
及
び
脱
等
兼
力
等
の
組
仔
は
.印
行
的
に
は
判
明
し
な
い
が
､
生
産
鹿
の
餅
背
に

棚
輿
す
る
場
倉
は
杓･判
然
,rpし
た
咋
;
甜
係
が
認
め
ら
れ
る
ほ
で
あ
る

(第

二
二
衣
)0

(五
)
土
塊
り
硝
酸
化
咲
力

)ヾ光
晴
殊
従
価
力

)ヾの
閲
に
は
相
･-
平
行
組
係
が
認
め
･IU
れ
ろ

(郡

山
川
本
Vo

佃
こ

の
柄
の
密
轍
は
令
地
力
に
於
て
多
数
に
性
行
さ
れ
綜
合
的
に
糾
寮
す
る
必
要
が
あ
る
,I)恩
ふ
も
の
で
あ
る
｡

五
､
引

円

文

献

(
1

)

板
野

祇
日

日
杏

提

払
化
学
酎
誌

約
三
琳

三
七
二
五

昭
和
〓
竺
二
月

盲

)

相
野

先
日

土
塊
肥
料
牢
辱

柑

節
二
奄

一
束

昭
和
三
年
大
月

(3)

板
野

先
日

日
本
星

化
拳
骨
駄

筋
五
怨

l
六
六
文

昭
和
円
年
二
月

(4
〕

th
.
ptIr.
H
･

J
･.

S
o
il
S
c
･."
V
o
t
･)8,
蓋

tl,
)
9
2
i
･



.
(
tJ5
'

(
6
)

(

7
)

(8
J

(9
)

(
10
)

(11
〕

ハ
12

)

(
〓
)

(

14
〕(.I:;)

(
16

)

(

17
)

l
._18
)

(19
)

(

J
=

).)
C
]t
r
山stc
n
sen
.
T
r.
冗

.
C
c
tTtJrP
L
1.i.
(,

〓
.Lk
t..
〓
･
Y
_
4

;l二
1.1,
lO
tr'.

t
･.isc
一IGr
.

LT..
L
a
n
(｢一Y
.
J
rt
r]'-.
V
,
4
7
9
r
･

T･.･8
･
1
ft
l1
･

T

c
m
p
]C
.
1,

C
.-G
co
H
R
i
n･
^
･i
r
ic
u
l
･
l･‥･t
p
･

S
h

,

1
言

lr

N
o
.
1
L'L;,
1
J.TLtI･

W
LLk
s
m
,Ln.
S
,
A
..
S
o
u
S
ci.,
V
,

tb
.
p
･

49
.
t
fy93

.

B
r
o
w
n
.
D

.
け
‥･.

J
o
g
,
A
k
t･ic
t17,
カ

ts
c
a
rc
tl,
V

o
L
6
.
tJ.
8
6
･.).
)9
LO
.

T3亡
r
爪
e
SS.
f)
.
S
･,･
S
o
il

S
c
i.,
r
･
6
,

p
.
tt4
9
,
)9
1
8
･

A
s三
)
y
,

S
･

l1..-
J
O
u
.
C

tl
C
rT1,
S
o
c
こ
ノ
ー
･
S
5,
p
.
4
1
6
S
,
49
O･1
1

L
L;L.n
;S
.
F
..

ソ
ーiLtc
it.
i
.itn
d
w
L

n
s
t
it
L
Je
ip
Y･･お
..
V

o
1.
7
.
7
.
1'-i()･-,.

G-1tZeit
.
E
..
(re
rttt.a
tt,.
tt
a
k
t1.

u

.
V

.
1
6.

I,.
fR
5
8
.
19
06
.

V
o
g
c
t.
r
c
n
t
r
a
Lb
l･
tlL.k
t..
】
T.
く
･
2
7
J
P
.
5
93
,
)9
1
f),

K
tL
Ie
r
m
a
n
n
.
声
,

)
,

&

^
u
e
･..
I
.

](,.
U
.

V
.
i
.

ri
u
rttp
u
o
r

P
Jru
tt
l
n
t1.,
fitltl,
N
o
･
B
U
,
t
O
]]

G

Te
l
く
c
q.
J
･
F
..
C
L･
n
tr巳

b
.
Ih

k
t
･一
二

8
V
.
4
1
.
p
.

芸

.
)
9
L3
,

i

;p
rn
a
コ
.

(.t.
コ
..
TJ
･o
c
.

S
o
c
.
P
ro
m
.

^
L,ric
u
t
,
S
c
ic
n
.
3
b
t一L･
A

n
n
･
ツ
rLlt3tin
苧

TJ,
33
,)9141

N
o
y
e
S
.
W

.
ン

.
拝

C
o
n
o
e
r
.
S
.
D
.J
Jo
u
･
.1
.g
r'c
u
l,
R
e
∽
..
V
･
1
6
,

p1
2
7
.
)
9
1
9
.

W
a
k
s
m
t1
n
.
S
.
^
1.
S
o
il
S
c
7...
V
.
1
5
.
p
.

'2Tu
.
)
9
2
:▲L

L一iLIL'TC
.

1
V
.
H

･,

J
o
b
.
^
n
,er
iL=1
n

S
o
t;
.
^
t(
r
o
≡

m
)I.
V
.
I
()
.
一).

･TJ:品
,
1
9
.2
7
.

水

E
S

に
鮒

す

る
土

盛

紬
伯
弊
肌
附
兜

(鮪
四
軸
.,


